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表紙
　９月13日に開催された「第
35回日田市技能大会」。職人
さんのなかでも建築大工の不足
が著しいようで、大会実行委員
長の佐藤実さんは「在来工法の
和風住宅が増えることが、豆田
の町並みなどを保全する職人の
育成につながる」と語ります。
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　日田市版総合戦略を策定するための基礎となる「人口ビジョン（たたき台）」を作成
しました。この「人口ビジョン（たたき台）」は、これまでの人口動向を把握し、今後
の目標とする将来人口を推計したものです。

検索

　この図表は、日田市のこれまでの自然増
減（出生数－死亡数）と社会増減（転入者
数－転出者数）を表にしたものです。
　縦軸に自然増減、横軸に社会増減をと
り、1981（昭和56）年から2014（平成
26）年までの各年の値を線で結んだもので
す。
　始点（1981年）から線をたどってみる
と、日田市で人口が増加した年は、1982
（昭和57）年、1983（昭和58）年、
1987（昭和62）年の３年のみです。（ピ
ンク色が人口増加したエリア）
　1988（昭和63）年から人口減少が始ま
り、1998（平成10）年以降は、社会減と
併せて自然減も重なり、人口減少が進行
し、特に2011（平成23）年以降は自然減
による人口減少が著しくなっています。

日田市版「人口ビジョン（たたき台）」

市ホームページ
地方創生の取組▶

問企画課政策企画係☎㉒８２２７（市役所６階）

日田市版「地方創生」の取り組み④日田市版「地方創生」の取り組み④

これまでの自然増減及び社会増減の影響

県内・県外への転入転出の状況（2013年）

　この図表については、2013（平成25）年の人口移
動の状況を表したものです。
　県外から日田市への転入総数は1,130人、県外への
転出総数は1,512人です。
　転入超過は熊本県が最も多く、転出超過では福岡県
が最も多くなっており、本市の地理的要因等から、進
学、就職などの要因が考えられます。
　また、県内から日田市への転入総数は624人、県内
への転出総数は660人です。
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ミニ知識

■出生者数・死亡者数の状況
　2013年データ→出生数495人
　　　　　　　　
■転出者数・転入者数の状況
　2013年データ→転出者数2,172人

死亡数976人 人口減少数481人

転入者数1,754人 人口減少数418人

日田市の将来人口推計（独自推計） 　国立社会保障・人口問題研
究所が2015（平成27）年から
2060（平成72）年までの日田
市の将来人口を推計し発表し
ています。
　それが青色の線（パターン
１）で、このまま新たな人口
増加の取り組みをしなけれ
ば、25年後の2040（平成52）
年に49,139人、45年後の2060
（平成72）年には35,715人に
なると予測しています。
　2010（平成22）年と2060
（平成72）年を比較します
と、約半分の人口となってし
まいます。
　このような状況になると、
現状でも課題となっている、
「地域経済の衰退」や「地域
コミュニティの崩壊」などが
より深刻になっていくことが
予想されます。
　したがって、出生数を増や
すとともに、転出者を減らし
転入者を増やす取り組みが必
要となります。
　左図の独自推計は、人口減
少に歯止めをかける取り組み
を実施した場合、今後の人口
がどうなるか、３パターンの
推計を行いました。

ミニ知識

■合計特殊出生率→女性が一生涯に産める子どもの数
2013年データ→国１.43、県１.56、日田市１.76

■独自推計１■　大分県が発表している人口ビジョン（たたき台）に沿って推計したもの　　　　　　　　
仮定値→自然増減は、合計特殊出生率を2040年までに2.3まで上昇、社会増減は2020年以降、１年間に50人増やす。

■独自推計２■　市内の子育て世代に行った意識調査結果による希望出生率（2.3）と現在年間300人（過去５年平均
値）の転出超過する人口を半分にするとして推計したもの

仮定値→自然増減は、合計特殊出生率を2040年までに2.3まで上昇、社会増減は2020年まで１年間の流出を150人に留
め、それ以降は転入・転出者の増減なし。

■独自推計３■　希望出生率を2030年までに2.3まで上昇、社会増減は、若者（19歳から22歳）に行った意識調査の
結果からＵターンを希望した者の半数が戻るものとして推計したもの　　　　　　　　　　　　　　

仮定値→自然増減は、合計特殊出生率が2030年以降2.3で推移し、社会増減は、2020年までに転出している若者の半分
（390人）がＵターンで戻り、それ以降は転入・転出者の増減なし。

　今回の人口ビジョン（たたき台）で、独自推計として３パターン作成しました。それらから、将来人口として約５
万人の人口維持が必要ではないかと考え、独自推計２を基本に人口減少対策を検討します。
　検討内容については、市民の皆様から頂いた意見等から施策を検討し、これらから予想される成果により、将来人
口を設定する中、独自推計を１つに絞り込んだ「日田市版人口ビジョンと総合戦略」を同時期に策定する予定です。

今後は！
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検索

■
背
景

　　全
国
的
に
、
昭
和
30
〜
40
年
代
の
高
度

成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施

設
が
、
今
後
、
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
建
替
え
や
修
繕
な
ど
の
財

政
的
な
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行

に
よ
っ
て
、
公
共
施
設
の
利
用
状
況
は
変

化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
公
共
施
設
の
更
新
に

係
る
コ
ス
ト
や
利
用
状
況
な
ど
を
調
査

し
、
課
題
や
問
題
点
を
「
見
え
る
化
」
し

た
「
日
田
市
公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

■
日
田
市
が
保
有
す
る

　
　
　
　
　
公
共
施
設
の
状
況

　　
市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
（
ハ
コ
モ

ノ
）
で
延
床
面
積
が
多
い
の
は
学
校
教
育

系
施
設
で
全
体
の
33
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
次
い
で
、
公
営
住
宅
が
18
・
９

％
、
市
民
文
化
系
施
設
が
８
・
１
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
過
年
数
で
は
築

20
〜
29
年
が
28
・
５
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
築
10
〜
19
年
が
24
・
０
％
、
築
30
年

〜
39
年
が
23
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
人
口
１
人
当
た
り
の
延
床
面
積

　
日
田
市
の
人
口
１
人
当
た
り
の
延
床
面

積
は
６
・
43
㎡
で
す
。
全
国
平
均
が
３
・

65
㎡
、
九
州
内
の
人
口
７
〜
８
万
人
都
市

平
均
が
４
・
28
㎡
と
な
っ
て
お
り
、
比
較

す
る
と
日
田
市
の
人
口
１
人
当
た
り
の
延

床
面
積
は
広
い
状
況
で
す
。

「
日
田
市
公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
ま
し
た

〜
将
来
に
わ
た
っ
て
公
共
施
設
を
適
切
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
〜

日
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
施
設
デ
ー
タ
編
）

※四捨五入で整理して
いるため、合計が
100％とならない場
合があります。

施設分類毎の割合(延床面積)

経過年数の割合

施設分類ごとの施設数と延床面積

全国平均

全国の人口７～８万人都市平均

九州内の人口７～８万人都市平均

全国の行政面積が類似している都市平均（600～800㎢）

日田市（666.03㎢）

人口１人当たり
の延床面積

3.65㎡

3.19㎡

4.28㎡

5.40㎡

6.43㎡

人口１人当たりの延床面積比較表

■
今
後
の
取
り
組
み

　　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
に
わ

た
っ
て
公
共
施
設
等
を
適
切
に
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
公
共
施
設
の
再
配
置
等
に

向
け
た
検
討
を
進
め
、
平
成
28
年
度
ま
で

に
、
日
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　
視
点

◎
公
共
施
設
等
の
総
量
の
圧
縮
を
図
り
ま
す

・
数
値
目
標
を
設
定
し
、
施
設
の
統
廃
合
や
多

機
能
化
・
複
合
化
等
を
検
討
し
ま
す
。

◎
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
と
計
画
的
な
施
設
整

備
を
図
り
ま
す

・
「
事
後
保
全
」
か
ら
「
予
防
保
全
」
の
修
繕

へ
と
転
換
し
、
施
設
の
長
寿
命
化
と
費
用
の

平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
な
施
設
に

つ
い
て
は
耐
震
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど

の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

◎
効
率
的
・
効
果
的
な
施
設
運
営
を
図
り
ま
す

・
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
施
設

運
営
の
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を

検
討
し
ま
す
。

・
「
受
益
者
負
担
の
原
則
」
と
い
う
視
点
か
ら

料
金
設
定
や
減
免
制
度
等
の
適
正
化
を
検
討

し
ま
す
。

◎
将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
の
再
配
置
を
図

り
ま
す

・
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
や
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
に
立
っ
た
公
共
施
設
の
再
配

置
を
検
討
し
ま
す
。

※
日
田
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
施
設
デ

ー
タ
編
）
「
日
田
市
公
共
施
設
白
書
」
は
市
役

所
6
階
企
画
課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ

ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
企
画
課
行
政
改
革
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

■
将
来
更
新
費
用
の
試
算

　　現
在
、
市
が
所
有
し
て
い
る
全
て
の
公

共
施
設
に
つ
い
て
、
建
替
え
や
大
規
模
改

修
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
コ
ス
ト
の
累
計

は
、
今
後
40
年
間
で
１
８
０
１
億
円
、
毎

年
約
45
億
円
の
費
用
が
か
か
る
計
算
と
な

り
ま
す
。
こ
の
額
は
、
現
在
公
共
施
設
の

更
新
や
改
修
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
費
用

（
年
間
約
31
・
１
億
円
）
を
約
３
割
上
回

っ
て
お
り
、
今
後
、
全
て
の
公
共
施
設
を

こ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

困
難
な
状
況
で
す
。

※
コ
ス
ト
の
計
算
は
、
築
30
年
経
過
で
大
規
模

改
修
、
築
60
年
経
過
で
建
替
え
を
想
定
し
試

算
し
て
い
ま
す
。

築50年以上
2.4％不明

1.0％ 築40～49年
6.6％

築30～39年
23.1％築10～19年

24.0％

築10年未満
14.4％

築20～29年
28.5％

市民文化系施設
8.1％
社会教育系施設

1.2％
スポーツ・

レクリエーション系施設
6.7％

観光・産業系施設
7.8％

学校教育系施設
33.7％

子育て支援施設
1.5％

保健・福祉施設
3.7％

医療施設
0.2％

行政系施設
6.7％

公営住宅
18.9％

公園
0.7％

供給処理施設
2.1％

下水道施設
2.4％

その他
2.3％

倉庫等
3.9％施設分類（ハコモノ） 施設数 延床面積

市民文化系施設
（公民館、多目的交流館、パトリア日田等）

社会教育系施設
（淡窓図書館、博物館、咸宜園等）
スポーツ・レクリエーション系施設
（総合体育館、陸上競技場、Ｂ＆Ｇ等）

観光・産業系施設
（ひびきの郷、道の駅、鯛生金山等）

学校教育系施設
（各小・中学校、学校跡、給食センター等）

子育て支援施設
（保育園・こども園、チャイルドプラザ等）

保健・福祉施設
（老人福祉センター、保健センター、福祉センター等）

医療施設
（上津江診療所、東渓診療所）

行政系施設
（本庁舎、各振興局、各地区消防詰所等）

公営住宅
（各市営住宅、グリーンマイスターハウス等）

公園
（萩尾公園レストハウス、天瀬農業公園滞在型宿泊施設等）
供給処理施設（廃棄物処理施設）
（清掃センター、バイオマス資源化センター等）

その他
（葬斎場、中津江教職員住宅、栄村診療所跡等）

下水道施設
（浄化センター、大山ダイヤモンドプレイス等）

倉庫等
（簡易水道施設、倉庫等100㎡以下の施設）

合　計

44

12

21

23

49

20

19

2

55

53

2

3

18

7

240

568

36,946㎡

5,618㎡

30,257㎡

35,430㎡

152,801㎡

6,700㎡

16,720㎡

1,110㎡

30,593㎡

85,638㎡

3,253㎡

9,528㎡

10,594㎡

10,996㎡

17,697㎡

453,881㎡

※棒グラフは、年度毎の建替えや大規模改修の費用を表しています。
※棒グラフの色は、4ページの施設分類毎に色分けしています。
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3割の更新が難しい！

約
14
億
円

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67

更新投資可能額（年額）
約31.1億円※推計

大規模改修費用
の集中

更新投資額（年額）
約45.0億円

累計更新投資額
約1,801億円
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平成27年10月５日からマイナンバー制度が始まります。

広報キャラクター
「マイナちゃん」

教えて！マイナちゃん 連載　その４

　個人番号カードは、マイナンバーの記載が必要な書類の提出時や、様々な本人確認の場面で利用できる公的
な身分証明書になるカードだよ。平成28年１月以降に交付されるよ。    

個人番号カードとは

次号は個人番号カードの申請についてのお知らせだよ

個人番号カードと住民基本台帳カードの関係

事業者などがマイナンバーを収集するには、厳格な本人確認を行わなければなりません。そのた
め、マイナンバーと顔写真付の身分証明書がセットで必要ですが、個人番号カードは１枚でその
役割を果たします。

マイナンバーについてのお問い合わせはこちらへ
日田市マイナンバーお問い合わせダイヤル☎㉒８３０３

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

　平成28年１月からの個人番号カードの交付に伴って、身分証明書や公的個人認証など同じ機能を持つ住民基
本台帳カード（以下、住基カード）の交付は終了するんだ。
　平成27年12月までに取得した住基カードは、有効期限までは利用できるけど、個人番号カードを取得する
と無効になるんだ。つまり、２つのカードを同時に持つことはないんだね。

（表面）氏名、住所、生年月日、性別、本人の顔写真 （裏面）マイナンバーが記載され、ＩＣチップを搭載

▶申請した人にのみ交付されます。
　（申請方法については、広報ひた11月１日号と市ホームページでお知らせする予定です）
▶平成28年度までは、初回交付手数料が無料です。(平成29年度以降については未定です)
　再交付の場合は1,000円の個人負担が必要となります。
▶有効期限は、20歳以上の人は10年、20歳未満の人は５年です。
▶ＩＣチップに記録される電子証明書を用いて、ｅ－Ｔａｘなどの電子申請を行えます。
▶今後は健康保険証としての利用など、様々な使い方が検討されています。

マイナンバーの確認顔写真付の身分証明書

運転免許証 パスポートや など

（表面） （裏面）

個人番号カード
１枚でＯＫ！

通知カードに関するお知らせ

■日田市民の皆様にマイナンバーをお知らせする通知カードが届く時期は、これまでは10月中
旬以降とお知らせしていましたが、地域ごとの送付時期が詳細になり、11月中旬以降となり
ました。

　お手元に届きましたら、大切に保管してください。

■マイナンバーについて、詳しく知りたい団体や事業所には、職員が出向いて説明会を行ってお
ります。ご希望の際は、おおむね２週間前までに下記へお問い合わせください。

または

通知カード マイナンバー入りの住民票

プラスチック製だよ。

個人番号カードと住基カードとの関係

番号花子
123456789012

個人番号カードってどんなもの？
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市政情報ピックアップ

●第19回市民健康福祉まつり

パトリア日田
【表彰式典】　午前９時30分～11時
　・アトラクション
　・福祉、敬老、健康関係、作品展などの表彰

【医療講演会】　午後１時30分～３時　※入場無料。
　大分県済生会日田病院　市民公開講座
　「がんという病気について」
　　　講師：済生会日田病院　副院長　林田良三
　「乳がんを知ろう～乳腺専門医のお話～」
　　　講師：済生会日田病院　外科部長　尾崎邦博

【各種相談・体験コーナー】　午前10時～
・健康チェック、歯科検診・相談、障がい者（児）相談
・介護相談、介護教室、医療相談、こころとからだの健
　康相談
・食育コーナー、作業療法体験、ちびっこ調剤体験

【ちびっこひろば】　午前10時～
・輪投げ、魚つり、手づくりおもちゃ他

【おもちゃ病院】　午前10時～
　修理したいおもちゃをお持ちください。

【作品展】　午前10時～
・高齢者手づくり作品展・ポスター展
・障がい者（児）作品展
・福祉施設・生きがいデイサービス利用者作品展
・保育園・認定こども園児絵画作品展

パトリア正面玄関横　午前10時～
・運動啓発コーナー
・献血コーナー（献血車）
・ボランティア・福祉人材バンクコーナー

中央公園　午前10時～
・福祉生産品即売コーナー
・のみの市
・ごみ減量・リサイクル・自然エネルギーコーナー他
・模擬店（やきとり、やきそば、おにぎり等）

中央公園ステージ　午前10時～
・ウォーキング&スロージョギング講習会（10:30～）
・緑のカーテンフォトコンテスト表彰式（11:30～）
・健康戦隊ゲンエンジャー（12:30～、14:20～）
・税金クイズ（13:20～）
・「日田いち」の各種音楽ステージ
※「日田いち」と同時開催となります。

問社会福祉課福祉総務係☎㉒８２０３（市役所１階）
　日田市社会福祉協議会☎㉔７０２６

▶とき　　10月11日 ㈰ 午前９時30分～午後３時
▶ところ　パトリア日田、中央公園

統一料金
5,360円

●水道料金の経過措置の上限が変わります
　市では、平成25年10月に水道料金を統一しましたが、激変緩和策として、平成35年９月までの10
年間、経過措置を実施しています。
　料金の統一によって引上げになる場合は、その変化率に応じて上限を設定し、上限を超える額は徴
収しないこととしています。
　３年目（平成27年10月から平成28年９月）の上限は、1.75倍です。　
　統一前後の料金や経過措置のシミュレーションができるソフト（エクセル形式）を市ホームページ
に掲載していますので、ご利用ください。

上限の設定

問水道課管理係☎㉒８２２０（市役所５階）

経過措置の例

　天瀬振興局管内の簡易水道13㎜口径メーターでひと月30㎥の水道を使用した場合
※10円未満は切り捨てます。

統一前料金
2,470円

経過措置　段階的に引上げ（統一前料金を基に算出）
２年目

（1.5倍）
3,700円

３年目
（1.75倍）

4,320円

４年目
（２倍）
4,940円

５年目
（2.25倍）

5,360円
※経過措置の対象になるかどうかの判定は、毎月行います。2.17倍

３年目は
料金の変化率が

1.75倍以上の場合に
経過措置が

適用されます

●第53回小鹿田焼民陶祭
　小鹿田焼の10軒の窯元の庭先で、多数の焼物の展示即売が行われます。
　シャトルバス（有料）も運行されますので、是非ご利用ください。 

▶とき　　10月10日㈯・11日㈰
　　　　　午前９時～午後５時
▶ところ　源栄町皿山地域
※シャトルバスの詳細は、日田市観光協会(☎㉒２０３６)にお問い合わせく

ださい。

問商工労政課地場産業振興係☎㉒８２３９（市役所３階）
　小鹿田焼陶芸館☎㉙２０２０

●議会報告・意見交換会を開催します
　日田市議会では、議員が地域の皆さんと直接お会いし、日田市の地方創生などに関する皆さんからの意見や提言をお聞
きするため、議会報告・意見交換会を開催します。　
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
※どの会場でも参加できます。

10月５日㈪
10月６日㈫
10月７日㈬
10月８日㈭
10月13日㈫
10月14日㈬
10月15日㈭
10月19日㈪
10月20日㈫

咸宜公民館、三花公民館
大山公民館、光岡公民館
桂林公民館、朝日公民館
前津江公民館、若宮公民館、小野公民館
日隈公民館、東有田公民館
西有田公民館、三芳公民館
大鶴公民館、高瀬公民館、天瀬公民館
夜明公民館、中津江公民館
上津江公民館、五和公民館

▶開催時間　午後７時～８時30分
▶内容
　地方創生に関する総合戦略について
〈４つの政策目標〉
・地方における安定した雇用を創出する
・地方への新しいひとの流れをつくる
・若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
・時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守る

とともに地域と地域を連携する　など

開催日 会場

問議会事務局☎㉒８２１４（市役所３階）

　　　　　統一後の経過年数
１年目（平成25年10月～平成26年９月）
２年目（平成26年10月～平成27年９月）
３年目（平成27年10月～平成28年９月）
４年目（平成28年10月～平成29年９月）

９年目（平成33年10月～平成34年９月）
10年目（平成34年10月～平成35年９月）
11年目（平成35年10月～）

統一前料金比

毎年0.25倍ずつ上昇

上限設定なし

　1.25倍
　　1.5倍
　1.75倍
　　2.0倍

　3.25倍
　　3.5倍
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次回の広報ひた10月15日号は、10月15日㈭に発送します。

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

募
集

第
17
回
臓
器
移
植
推
進
全
国
大
会

　　厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
や
高
校
生

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
発
表
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　iichiko

音
の
泉
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
７
４

秋
の
上
津
江
を
歩
こ
う
！

　
上
津
江
水
の
郷
も
み
じ
狩
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

ク
横
、
体
験
農
園
駐
車
場
を
発
着

■
コ
ー
ス
　

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
〜
ケ
ヤ
キ
原
生

林
〜
黄
金
の
滝
〜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

ク
ま
で
の
約
６
㎞
（
約
２
時
間
）

■
募
集
人
員
　
１
０
０
人

■
参
加
費
　

　
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円

※
左
記
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎

２
０
１
１
（
上
津
江
振
興
局
内
）

定
住
自
立
圏
形
成
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

　　
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
（
案
）
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所
　

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
３
日
以
内

窓
口
、
総
務
課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
（
各
振
興

局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く
10
箇

所
）

■
意
見
の
提
出
方
法
　

　
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
総
務

課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に
持

参
の
い
ず
れ
か
で
提
出

■
募
集
期
限
　
11
月
10
日
㈫

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

　
　
㉒
８
３
２
４

秋
の
自
然
観
察
会

■
と
き
　
10
月
24
日
㈯

■
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
平
尾
台

■
集
合
場
所
・
時
間
　

　
市
役
所
北
側
駐
車
場
に
午
前
８
時
20
分

ま
で
に
集
合
（
午
前
８
時
30
分
出
発
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
40
人

※
弁
当
・
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
５
日
㈪
以
降
、
下
記
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　

　
苗
木
の
植
え
付
け
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
と
き

　
11
月
29
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

　
萩
尾
市
有
林
（
萩
尾
公
園
内
）

※
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
　
80
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
13
日
㈮

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

※
長
靴
、
雨
具
、
水
筒
等
を
持
参
し
て
作
業
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
11
月
２
日
㈪
ま
で
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jica.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎
０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
２
０
５

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

後
期
技
能
検
定
試
験

　
働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
10
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

※
職
種
、
試
験
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
大
分
県

職
業
能
力
開
発
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
受
験
申
請
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
　

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

平
成
27
年
度
狩
猟
者
登
録

　
11
月
1
日
か
ら
の
狩
猟
に
向
け
、
狩
猟
者

登
録
事
務
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　

・
旧
日
田
市
に
住
所
地
を
有
す
る
人

　
10
月
７
日
㈬

・
旧
日
田
郡
に
住
所
地
を
有
す
る
人

　
10
月
８
日
㈭

■
と
こ
ろ

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
　
大
会
議
室

■
狩
猟
税

　
第
１
種
銃
猟
　
１
万
６
５
０
０
円

　
第
２
種
銃
猟
　
５
５
０
０
円

　
網
猟
・
わ
な
猟
　
各
８
２
０
０
円

■
登
録
手
数
料

　
申
請
一
種
に
つ
き
　
各
々
１
８
０
０
円

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
・
登
録
料
・
証
明
写

真
・
銃
所
持
許
可
証
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

エ
ク
セ
ル
中
級
編

　
在
職
者
で
エ
ク
セ
ル
の
使
用
経
験
が
あ

る
人
、
又
は
エ
ク
セ
ル
初
級
編
を
修
了
し

た
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮
・
19
日
㈪
・
20
日
㈫

　
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校
（
朝
日
ヶ
丘
）

□
内
容
　
関
数
の
基
本
的
な
使
い
方
、
組

合
せ
、
様
々
な
機
能
等

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限
　
10
月
６
日
㈫

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
在
職
者
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
希
望
」
で
あ
る

こ
と
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
勤
務
先

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ひ
び
け
歌
声
〜

　
参
加
者
と
秋
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
19
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ね
む
の
会
☎
㉓
８
５
２
２
（
諌
山
）

大
分
県
立
盲
学
校
　
学
校
公
開

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
23
日
㈮
　

・
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
学
校
説
明
、
施
設
案
内
、
公
開
授
業

・
午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20
分

　
視
覚
障
が
い
セ
ミ
ナ
ー

　
大
分
県
立
盲
学
校

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

飾
り
巻
き
寿
司
レ
ッ
ス
ン

　
作
っ
て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い
♪

巻
き
寿
司
を
か
わ
い
ら
し
く
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
す
。
（
の
の
字
、
握
り
、
手
巻

き
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
の
２
回
実
施
。

（
計
４
回
）

　
彌
助
す
し
２
階
（
定
員
15
人
）

□
参
加
料
　
１
０
０
０
円

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

※
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
保
冷
剤

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
三
隅
靖
祥

　
☎
０
９
０
‐
７
４
７
３
‐
６
７
７
１

「
み
ん
な
で
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」
推
進
月
間

　
大
分
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も
長

寿
県
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
健

康
寿
命
は
30
位
台
と
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
10
月
を
「
み
ん
な
で
延
ば
そ

う
健
康
寿
命
」
推
進
月
間
に
設
定
し
、
今

後
10
年
間
で
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

※
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期

間
を
示
し
ま
す
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１

くらしの情報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

これまでの「輝き」を無にしない   

　現政権が掲げる成長戦略。その中核に位置づ
けられている「すべての女性が輝く社会」の創
造を目指し、推進法の制定や講ずべき政策が提
示されています。
　1999年の「男女共同参画社会基本法」の施行
を皮切りに、政治的、経済的、社会的及び文化
的利益を男女が平等に享受するため、その環境
整備に対する機運が高まってきました。ところ
が、「男女格差指数」（国会議員の女性比率や
男女の賃金格差など、男女間の不均衡を示す指
標）は、2013年に過去最低の水準（136か国中
105位）を記録するなど、成果が上がるどころ
か低落に歯止めが掛かっていません。
　男女の賃金格差の要因は、女性の昇格（登
用）が進んでいないことなどが挙げられます。
さらに、女性の６割近くが非正規労働者で、そ
の内の７割は年収が200万円以下となっており、
女性の経済的な自立は極めて困難な状況です。
　戦後、日本では女性が外に出て働かないこと
が成功の「イメージ」として定着していきま
す。男性が外で稼ぎ、女性は家庭内で家事や育
児、介護を任される仕組みが、幸福や安定の源
と見なされ、「専業主婦」を歓迎する傾向が続
いてきました。そして、専業主婦の日常の仕事
は、「無償」の福祉労働となり、国の福祉予算
の抑制に大きな貢献をもたらしてきました。
　しかしながら、社会情勢の変化に伴い、専業
主婦を続けることができない状況が次々と作り
出されていきます。景気の悪化や夫の長時間労
働など、仕事と家庭の調和は崩れ、女性は外に
出て働かざるを得なくなってしまいます。そし
て、外で働く女性にこれまでのような「貢献」
を期待することが、甚だ無理な環境に…。それ
が今の日本の姿です。
　「すべての女性が輝く」ためには、家庭の外
で活躍する女性だけでなく、光を放ち続けてき
た専業主婦の存在を抜きに語ることはできない
ようです。
　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）
　

次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈫に発送します。Information ９.１ く ら し の 情 報次回の広報ひた10月15日号は、10月15日㈭に発送します。Information 10.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。Information 10.１ く ら し の 情 報

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」

　
10
月
は
土
地
月
間
で
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で

す
。

■
届
出
者

　
土
地
取
得
者
（
買
主
）

■
届
出
の
必
要
な
土
地

・
都
市
計
画
区
域
　
５
千
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
区
域
　
１
万
㎡
以
上

■
届
出
の
必
要
な
取
引

　
売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担

保
、
共
有
持
分
の
譲
渡
等
（
こ
れ
ら
の

取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合
も
含
み
ま

す
）

■
届
出
書
類

　
届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置
図
、

周
辺
状
況
図
、
形
状
図
（
字
図
等
）

　
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
政
策
に
対
す
る
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

10
月
25
日
に

市
民
一
斉
清
掃
・
河
川
美
化

「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
平
成
21
年
10
月
に
制
定
し
た

「
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
啓
発
と
併
せ
て
、
毎
年
10
月
第
4

日
曜
日
に
市
民
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
る
筑
後
川
・
矢
部

川
・
嘉
瀬
川
河
川
美
化
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運

動
も
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
居
住
す
る
地
域
の
美
化
活
動
に
参
加

し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
の
な

い
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

都
市
計
画
道
路
事
業

　
認
可
に
か
か
る
図
書
の
縦
覧

　　
日
田
都
市
計
画
道
路
（
３
・
５
・
11
号 

日
高
石
井
線
、
３
・
５
・
19
号 

銭
渕
大
宮

線
）
の
事
業
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

事
業
認
可
書
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
地

　
日
田
市
大
字
高
瀬
（
高
瀬
交
差
点
〜
高

瀬
小
学
校
付
近
）

■
縦
覧
場
所

　
市
役
所
５
階
都
市
整
備
課

問
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

　
　
　
　
　
11
月
１
日
か
ら
拡
大

　
11
月
１
日
か
ら
、
朝
日
町
・
内
河
町
の

一
部
地
域
で
、
新
た
に
下
水
道
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
区
域
内
に
建

物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
建
物
か
ら
排

出
す
る
汚
水
（
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

洗
濯
等
で
生
じ
る
排
水
）
を
下
水
道
に
流

し
込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

工
事
は
３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ
い
。

又
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市
で
定
め
た
排
水

設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
56
社
）
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

供
用
開
始
区
域
内
で
、
ま
だ
排
水
設
備
の
設

置
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
16
日
㈮
〜
30
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
５
階
下
水
道
課

問
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
充
実
・
強

化
を
図
る
た
め
、
宝
く
じ
の
収
益
で
活
動

を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
平
成
28
年
度
の

募
集
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
団
体

　
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

■
対
象
事
業
・
助
成
金

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
等

の
整
備
　
１
０
０
万
円
〜
２
５
０
万
円

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
１
５
０
０
万
円
ま
で

③
青
少
年
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の

ソ
フ
ト
事
業
　
30
万
円
〜
１
０
０
万
円

④
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業

　
２
０
０
万
円
ま
で

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　

　
①
〜
③
10
月
16
日
㈮

　
④
10
月
23
日
㈮

■
申
込
先

　
①
〜
③
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
④
防
災
・
危
機
管
理
室

問
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

　
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
10

月
５
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
支
給
が
差
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
10
月
か
ら
申
請
窓
口
や
助
成
額
が
左
記

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
体
外
受
精

な
ど
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
申
請
窓
口

の
一
本
化
や
助
成
額
を
増
額
す
る
こ
と

で
、
治
療
を
受
け
る
ご
夫
婦
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

■
助
成
対
象
費
用

　
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療
費

※
入
院
費
、
食
事
代
等
治
療
に
直
接
関
係
の
な

い
費
用
は
除
き
ま
す
。

■
助
成
額
及
び
申
請
窓
口

大
分
県
西
部
保
健
所
に
申
請
す
る
も
の

①
新
鮮
胚
移
植
　
30
万
円

②
凍
結
胚
移
植
　
39
万
円

③
男
性
不
妊
治
療
（
手
術
的
精
子
回
収
術
）

19
万
円

④
凍
結
胚
移
植
（
採
卵
な
し
）
7
万
５
千
円

⑤
治
療
中
止
　
７
万
５
千
円
又
は
15
万
円

※
金
額
は
一
回
の
助
成
額
で
す
。

※
①
〜
③
は
市
助
成
金
を
含
み
ま
す
。

市
健
康
保
険
課
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　
に
申
請
す
る
も
の

　
右
記
①
〜
③
以
外
の
不
妊
治
療
費
及
び

④
・
⑤
の
助
成
残
額
を
補
助
。
た
だ
し
、

対
象
費
用
の
２
分
の
1
、
１
年
度
10
万

円
、
通
算
で
５
年
度
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
治
療
内
容
に
よ
っ
て
、
年
齢
制
限
等
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

　
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

　
　
　
　
　
改
造
資
金
の
助
成

　
住
宅
改
造
資
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
A
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
障
が
い
者
で
、
本
人
が
属
す
る

世
帯
の
生
計
中
心
者
（
対
象
と
な
る
障

が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支
え
る

者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万

円
未
満
の
場
合

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
（
60
万
円
を
上
限
）
の
３

分
の
２
以
内
（
40
万
円
以
内
）

■
申
込
期
限

　
10
月
16
日
㈮

※
障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
改
造
が
対
象

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

 

薬
の
１
１
０
番

　
期
間
中
、
薬
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
と
き

　
10
月
17
日
㈯
〜
23
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
10
月
18
日
㈰
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
電
話
番
号

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

正
し
い
薬
の
知
識
５
原
則

・
説
明
書
や
薬
袋
を
よ
く
見
て
使
用
し
ま

し
ょ
う

・
用
法
・
用
量
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う

・
服
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管

し
ま
し
ょ
う

・
日
光
・
高
温
・
湿
気
を
避
け
て
保
管
し

ま
し
ょ
う

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
５
０

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
薄
味
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
と
き

　
10
月
19
日
㈪
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
天
瀬
公
民
館

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
９
日
㈮

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
や
前
納
が
お
得
で
す

　
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
は
、
納
付
書

で
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
金
や
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
前
納
し
た

り
、
当
月
分
を
当
月
末
に
口
座
振
替
を
す
る

こ
と
で
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
1
階
）

第
11
回
高
瀬
地
区

       

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰
　
※
雨
天
決
行
。

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
高
瀬
公
民
館
及
び
高
瀬
小
学
校

■
記
念
講
演

　
じ
ん
け
ん
あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト
〜
家

族
・
愛
・
命
・
人
生
〜
　

■
講
師
　
友
近
８
９
０

問
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局
（
京
町
地
区

集
会
所
）
☎
㉓
４
６
２
０

秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ア

　　
バ
ラ
苗
抽
選
会
や
バ
ラ
育
成
相
談
会
等

を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰
〜
25
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ

■
入
園
料
　
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

　
小
・
中
学
生
１
０
０
円

五
馬
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰
　
※
雨
天
決
行
。

　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
と
こ
ろ
　
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル

■
参
加
料
　
無
料

問
天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
係

　
☎

３
１
４
７

イ
ベ
ン
ト

と
も
ち
か
や
っ
く
ん
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次回の広報ひた10月15日号は、10月15日㈭に発送します。

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

募
集

第
17
回
臓
器
移
植
推
進
全
国
大
会

　　厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
や
高
校
生

に
よ
る
グ
ル
ー
プ
発
表
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
　

　iichiko
音
の
泉
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
７
４

秋
の
上
津
江
を
歩
こ
う
！

　
上
津
江
水
の
郷
も
み
じ
狩
り
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ
　
上
津
江
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

ク
横
、
体
験
農
園
駐
車
場
を
発
着

■
コ
ー
ス
　

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
〜
ケ
ヤ
キ
原
生

林
〜
黄
金
の
滝
〜
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

ク
ま
で
の
約
６
㎞
（
約
２
時
間
）

■
募
集
人
員
　
１
０
０
人

■
参
加
費
　

　
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円

※
左
記
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎

２
０
１
１
（
上
津
江
振
興
局
内
）

定
住
自
立
圏
形
成
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
意
見
を
募
集
し
ま
す

　　
定
住
自
立
圏
形
成
方
針
（
案
）
を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
閲
覧
場
所
　

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
３
日
以
内

窓
口
、
総
務
課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ

ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
（
各
振
興

局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
を
除
く
10
箇

所
）

■
意
見
の
提
出
方
法
　

　
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
上
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
郵
便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
総
務

課
、
各
振
興
局
・
振
興
セ
ン
タ
ー
に
持

参
の
い
ず
れ
か
で
提
出

■
募
集
期
限
　
11
月
10
日
㈫

問
〒
８
７
７
‐
８
６
０
１

　
（
住
所
記
載
不
要
）

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

　
　
㉒
８
３
２
４

秋
の
自
然
観
察
会

■
と
き
　
10
月
24
日
㈯

■
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
平
尾
台

■
集
合
場
所
・
時
間
　

　
市
役
所
北
側
駐
車
場
に
午
前
８
時
20
分

ま
で
に
集
合
（
午
前
８
時
30
分
出
発
）

■
参
加
費
　
無
料

■
募
集
数
　
40
人

※
弁
当
・
水
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
５
日
㈪
以
降
、
下
記
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　

　
苗
木
の
植
え
付
け
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
と
き

　
11
月
29
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

■
と
こ
ろ

　
萩
尾
市
有
林
（
萩
尾
公
園
内
）

※
現
地
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数
　
80
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
11
月
13
日
㈮

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

※
長
靴
、
雨
具
、
水
筒
等
を
持
参
し
て
作
業
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
有
り
。

問
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
11
月
２
日
㈪
ま
で
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jica.go.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎
０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
２
０
５

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

後
期
技
能
検
定
試
験

　
働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
10
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

※
職
種
、
試
験
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
大
分
県

職
業
能
力
開
発
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
受
験
申
請
書
は
左
記
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１
　

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

平
成
27
年
度
狩
猟
者
登
録

　
11
月
1
日
か
ら
の
狩
猟
に
向
け
、
狩
猟
者

登
録
事
務
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　

・
旧
日
田
市
に
住
所
地
を
有
す
る
人

　
10
月
７
日
㈬

・
旧
日
田
郡
に
住
所
地
を
有
す
る
人

　
10
月
８
日
㈭

■
と
こ
ろ

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
　
大
会
議
室

■
狩
猟
税

　
第
１
種
銃
猟
　
１
万
６
５
０
０
円

　
第
２
種
銃
猟
　
５
５
０
０
円

　
網
猟
・
わ
な
猟
　
各
８
２
０
０
円

■
登
録
手
数
料

　
申
請
一
種
に
つ
き
　
各
々
１
８
０
０
円

※
申
し
込
み
に
は
、
印
鑑
・
登
録
料
・
証
明
写

真
・
銃
所
持
許
可
証
が
必
要
で
す
。

問
大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

　
☎
㉒
２
５
８
５

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

エ
ク
セ
ル
中
級
編

　
在
職
者
で
エ
ク
セ
ル
の
使
用
経
験
が
あ

る
人
、
又
は
エ
ク
セ
ル
初
級
編
を
修
了
し

た
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮
・
19
日
㈪
・
20
日
㈫

　
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
日
田
高
等
技
術
専
門
校
（
朝
日
ヶ
丘
）

□
内
容
　
関
数
の
基
本
的
な
使
い
方
、
組

合
せ
、
様
々
な
機
能
等

□
受
講
料
　
無
料

□
募
集
数
　
10
人
（
先
着
順
）

□
申
込
期
限
　
10
月
６
日
㈫

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
在
職
者
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
希
望
」
で
あ
る

こ
と
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
勤
務
先

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
㉒
０
７
８
９

大
原
の
郷
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
ひ
び
け
歌
声
〜

　
参
加
者
と
秋
の
歌
を
合
唱
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
19
日
㈪
　
午
前
10
時
〜

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
原
の
郷
（
神
来
町
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ね
む
の
会
☎
㉓
８
５
２
２
（
諌
山
）

大
分
県
立
盲
学
校
　
学
校
公
開

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
23
日
㈮
　

・
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　
学
校
説
明
、
施
設
案
内
、
公
開
授
業

・
午
後
１
時
20
分
〜
２
時
20
分

　
視
覚
障
が
い
セ
ミ
ナ
ー

　
大
分
県
立
盲
学
校

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

飾
り
巻
き
寿
司
レ
ッ
ス
ン

　
作
っ
て
楽
し
い
、
食
べ
て
お
い
し
い
♪

巻
き
寿
司
を
か
わ
い
ら
し
く
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
す
。
（
の
の
字
、
握
り
、
手
巻

き
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
の
２
回
実
施
。

（
計
４
回
）

　
彌
助
す
し
２
階
（
定
員
15
人
）

□
参
加
料
　
１
０
０
０
円

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

※
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
保
冷
剤

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
三
隅
靖
祥

　
☎
０
９
０
‐
７
４
７
３
‐
６
７
７
１

「
み
ん
な
で
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
」
推
進
月
間

　
大
分
県
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も
長

寿
県
ト
ッ
プ
10
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
健

康
寿
命
は
30
位
台
と
全
国
平
均
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
10
月
を
「
み
ん
な
で
延
ば
そ

う
健
康
寿
命
」
推
進
月
間
に
設
定
し
、
今

後
10
年
間
で
「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

※
健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生

活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る
期

間
を
示
し
ま
す
。

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
健
康
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１

くらしの情報

こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

これまでの「輝き」を無にしない   

　現政権が掲げる成長戦略。その中核に位置づ
けられている「すべての女性が輝く社会」の創
造を目指し、推進法の制定や講ずべき政策が提
示されています。
　1999年の「男女共同参画社会基本法」の施行
を皮切りに、政治的、経済的、社会的及び文化
的利益を男女が平等に享受するため、その環境
整備に対する機運が高まってきました。ところ
が、「男女格差指数」（国会議員の女性比率や
男女の賃金格差など、男女間の不均衡を示す指
標）は、2013年に過去最低の水準（136か国中
105位）を記録するなど、成果が上がるどころ
か低落に歯止めが掛かっていません。
　男女の賃金格差の要因は、女性の昇格（登
用）が進んでいないことなどが挙げられます。
さらに、女性の６割近くが非正規労働者で、そ
の内の７割は年収が200万円以下となっており、
女性の経済的な自立は極めて困難な状況です。
　戦後、日本では女性が外に出て働かないこと
が成功の「イメージ」として定着していきま
す。男性が外で稼ぎ、女性は家庭内で家事や育
児、介護を任される仕組みが、幸福や安定の源
と見なされ、「専業主婦」を歓迎する傾向が続
いてきました。そして、専業主婦の日常の仕事
は、「無償」の福祉労働となり、国の福祉予算
の抑制に大きな貢献をもたらしてきました。
　しかしながら、社会情勢の変化に伴い、専業
主婦を続けることができない状況が次々と作り
出されていきます。景気の悪化や夫の長時間労
働など、仕事と家庭の調和は崩れ、女性は外に
出て働かざるを得なくなってしまいます。そし
て、外で働く女性にこれまでのような「貢献」
を期待することが、甚だ無理な環境に…。それ
が今の日本の姿です。
　「すべての女性が輝く」ためには、家庭の外
で活躍する女性だけでなく、光を放ち続けてき
た専業主婦の存在を抜きに語ることはできない
ようです。
　　　　　問人権啓発センター
　　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）
　

次回の広報ひた９月15日号は、９月15日㈫に発送します。Information ９.１ く ら し の 情 報次回の広報ひた10月15日号は、10月15日㈭に発送します。Information 10.１ ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。Information 10.１ く ら し の 情 報

10
月
１
日
は
「
土
地
の
日
」

　
10
月
は
土
地
月
間
で
す
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
っ
た

場
合
、
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
土
地

の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で

す
。

■
届
出
者

　
土
地
取
得
者
（
買
主
）

■
届
出
の
必
要
な
土
地

・
都
市
計
画
区
域
　
５
千
㎡
以
上

・
そ
の
他
の
区
域
　
１
万
㎡
以
上

■
届
出
の
必
要
な
取
引

　
売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担

保
、
共
有
持
分
の
譲
渡
等
（
こ
れ
ら
の

取
引
の
予
約
で
あ
る
場
合
も
含
み
ま

す
）

■
届
出
書
類

　
届
出
書
、
契
約
書
の
写
し
、
位
置
図
、

周
辺
状
況
図
、
形
状
図
（
字
図
等
）

　
土
地
は
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
政
策
に
対
す
る
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

10
月
25
日
に

市
民
一
斉
清
掃
・
河
川
美
化

「
ノ
ー
ポ
イ
」
運
動
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
平
成
21
年
10
月
に
制
定
し
た

「
日
田
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
に
関
す
る
条

例
」
の
啓
発
と
併
せ
て
、
毎
年
10
月
第
4

日
曜
日
に
市
民
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
が
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
て
い
る
筑
後
川
・
矢
部

川
・
嘉
瀬
川
河
川
美
化
「
ノ
ー
ポ
イ
」
運

動
も
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
居
住
す
る
地
域
の
美
化
活
動
に
参
加

し
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
の
な

い
快
適
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

都
市
計
画
道
路
事
業

　
認
可
に
か
か
る
図
書
の
縦
覧

　　
日
田
都
市
計
画
道
路
（
３
・
５
・
11
号 

日
高
石
井
線
、
３
・
５
・
19
号 

銭
渕
大
宮

線
）
の
事
業
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

事
業
認
可
書
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

■
事
業
地

　
日
田
市
大
字
高
瀬
（
高
瀬
交
差
点
〜
高

瀬
小
学
校
付
近
）

■
縦
覧
場
所

　
市
役
所
５
階
都
市
整
備
課

問
都
市
整
備
課
地
域
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
７
（
市
役
所
５
階
）

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

　
　
　
　
　
11
月
１
日
か
ら
拡
大

　
11
月
１
日
か
ら
、
朝
日
町
・
内
河
町
の

一
部
地
域
で
、
新
た
に
下
水
道
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
区
域
内
に
建

物
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
建
物
か
ら
排

出
す
る
汚
水
（
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

洗
濯
等
で
生
じ
る
排
水
）
を
下
水
道
に
流

し
込
む
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※

工
事
は
３
年
以
内
に
着
工
し
て
く
だ
さ
い
。

又
、
排
水
設
備
工
事
は
、
市
で
定
め
た
排
水

設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
56
社
）
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

供
用
開
始
区
域
内
で
、
ま
だ
排
水
設
備
の
設

置
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
設
置
し
て

く
だ
さ
い
。

関
係
図
面
の
縦
覧

　
拡
大
す
る
供
用
開
始
区
域
の
関
係
図
面

を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
16
日
㈮
〜
30
日
㈮

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
５
階
下
水
道
課

問
下
水
道
課
管
理
係

　
☎
㉒
８
２
１
９
（
市
役
所
５
階
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
充
実
・
強

化
を
図
る
た
め
、
宝
く
じ
の
収
益
で
活
動

を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
平
成
28
年
度
の

募
集
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
団
体

　
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

■
対
象
事
業
・
助
成
金

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
等

の
整
備
　
１
０
０
万
円
〜
２
５
０
万
円

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
１
５
０
０
万
円
ま
で

③
青
少
年
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の

ソ
フ
ト
事
業
　
30
万
円
〜
１
０
０
万
円

④
地
域
防
災
組
織
育
成
事
業

　
２
０
０
万
円
ま
で

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　

　
①
〜
③
10
月
16
日
㈮

　
④
10
月
23
日
㈮

■
申
込
先

　
①
〜
③
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
④
防
災
・
危
機
管
理
室

問
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

　
防
災
・
危
機
管
理
室

　
☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月

　
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
児
童
手
当
を
10

月
５
日
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
振
り
込
み
の
時
間
は
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

※
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
支
給
が
差
止
め

に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
況

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
１
階
）

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
10
月
か
ら
申
請
窓
口
や
助
成
額
が
左
記

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
体
外
受
精

な
ど
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
申
請
窓
口

の
一
本
化
や
助
成
額
を
増
額
す
る
こ
と

で
、
治
療
を
受
け
る
ご
夫
婦
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

■
助
成
対
象
費
用

　
医
療
保
険
適
用
外
の
不
妊
治
療
費

※
入
院
費
、
食
事
代
等
治
療
に
直
接
関
係
の
な

い
費
用
は
除
き
ま
す
。

■
助
成
額
及
び
申
請
窓
口

大
分
県
西
部
保
健
所
に
申
請
す
る
も
の

①
新
鮮
胚
移
植
　
30
万
円

②
凍
結
胚
移
植
　
39
万
円

③
男
性
不
妊
治
療
（
手
術
的
精
子
回
収
術
）

19
万
円

④
凍
結
胚
移
植
（
採
卵
な
し
）
7
万
５
千
円

⑤
治
療
中
止
　
７
万
５
千
円
又
は
15
万
円

※
金
額
は
一
回
の
助
成
額
で
す
。

※
①
〜
③
は
市
助
成
金
を
含
み
ま
す
。

市
健
康
保
険
課
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　
に
申
請
す
る
も
の

　
右
記
①
〜
③
以
外
の
不
妊
治
療
費
及
び

④
・
⑤
の
助
成
残
額
を
補
助
。
た
だ
し
、

対
象
費
用
の
２
分
の
1
、
１
年
度
10
万

円
、
通
算
で
５
年
度
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
治
療
内
容
に
よ
っ
て
、
年
齢
制
限
等
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

　
大
分
県
西
部
保
健
所

　
☎
㉓
３
１
３
３

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

　
　
　
　
　
改
造
資
金
の
助
成

　
住
宅
改
造
資
金
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療
育
手

帳
A
級
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
障
が
い
者
で
、
本
人
が
属
す
る

世
帯
の
生
計
中
心
者
（
対
象
と
な
る
障

が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支
え
る

者
）
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万

円
未
満
の
場
合

■
助
成
額

　
補
助
基
準
額
（
60
万
円
を
上
限
）
の
３

分
の
２
以
内
（
40
万
円
以
内
）

■
申
込
期
限

　
10
月
16
日
㈮

※
障
が
い
の
内
容
に
応
じ
た
住
宅
改
造
が
対
象

で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

 

薬
の
１
１
０
番

　
期
間
中
、
薬
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
に

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
と
き

　
10
月
17
日
㈯
〜
23
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
10
月
18
日
㈰
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
電
話
番
号

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

正
し
い
薬
の
知
識
５
原
則

・
説
明
書
や
薬
袋
を
よ
く
見
て
使
用
し
ま

し
ょ
う

・
用
法
・
用
量
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う

・
服
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管

し
ま
し
ょ
う

・
日
光
・
高
温
・
湿
気
を
避
け
て
保
管
し

ま
し
ょ
う

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
薬
務
室

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
５
０

「
食
育
の
日
」
料
理
教
室

　
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
さ
ん
指
導
の
料
理
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
身
近
に
あ
る
食
材
で
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
薄
味
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

■
と
き

　
10
月
19
日
㈪
　
午
前
９
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ
　
天
瀬
公
民
館

■
費
用
　
一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数
　
20
人

■
申
込
方
法
　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
10
月
９
日
㈮

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
や
前
納
が
お
得
で
す

　
自
営
業
・
学
生
な
ど
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
は
、
納
付
書

で
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
金
や
口
座
振
替
で
ま
と
め
て
前
納
し
た

り
、
当
月
分
を
当
月
末
に
口
座
振
替
を
す
る

こ
と
で
保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
1
階
）

第
11
回
高
瀬
地
区

       

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰
　
※
雨
天
決
行
。

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
高
瀬
公
民
館
及
び
高
瀬
小
学
校

■
記
念
講
演

　
じ
ん
け
ん
あ
っ
た
か
コ
ン
サ
ー
ト
〜
家

族
・
愛
・
命
・
人
生
〜
　

■
講
師
　
友
近
８
９
０

問
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
務
局
（
京
町
地
区

集
会
所
）
☎
㉓
４
６
２
０

秋
の
バ
ラ
フ
ェ
ア

　　
バ
ラ
苗
抽
選
会
や
バ
ラ
育
成
相
談
会
等

を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰
〜
25
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ

■
入
園
料
　
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、

　
小
・
中
学
生
１
０
０
円

五
馬
高
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
と
き
　
10
月
18
日
㈰
　
※
雨
天
決
行
。

　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

■
と
こ
ろ
　
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
あ
ま
が
せ
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル

■
参
加
料
　
無
料

問
天
瀬
振
興
局
産
業
建
設
係

　
☎

３
１
４
７

イ
ベ
ン
ト

と
も
ち
か
や
っ
く
ん
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高齢者インフルエンザ、高齢者肺炎球菌
医療機関名 所在地 ＴＥＬ イ 肺
秋吉病院 豆田町 ☎㉓０８０８ ○ ○
麻生小児科医院 淡窓２丁目 ☎㉔２３２３ ○ ○
天瀬温泉医院 天瀬町赤岩 ☎２３８８ ○ ○
池田医院 丸の内町 ☎㉒３４３２ ○ ○
石井産婦人科 豆田町 ☎㉓４１５３ ○ ○
井上鶴川堂 大鶴本町 ☎㉘２２０２ ○ ○
井上内科 田島本町 ☎㉒４７００ ○ ○
岩尾病院 淡窓２丁目 ☎㉒６１６１ ○ ○
上野公園病院 上野町 ☎㉒７７２３ ○ ×
大分友愛病院 上野町 ☎㉓５１５１ ○ ○
大河原病院 隈２丁目 ☎㉒３１３１ ○ ○
奥平医院 中津江村栃野 ☎３０２１ ○ ○
亀山皮膚科医院 中央２丁目 ☎㉔０３６９ ○ ×
河津内科呼吸器科 石井町２丁目 ☎㉓８１２３ ○ ○
隈診療所 隈１丁目 ☎㉒００３３ ○ ○
桂林病院 城町１丁目 ☎㉒１２３１ ○ ○
功能整形外科医院 本町 ☎㉔７７７１ ○ ○
児玉医院 三本松１丁目 ☎㉔６５７２ ○ ○
五反田病院 若宮町 ☎㉓８３８６ ○ ○
済生会日田病院 清水町 ☎㉔１１００ ○ ○
齊藤医院 大肥本町 ☎㉘２２２０ ○ ○
佐藤内科医院 田島１丁目 ☎㉒１１７０ ○ ○
下飛田小児科 中央１丁目 ☎㉔１１４８ ○ ○
城谷病院 元町 ☎㉓６１１５ ○ ○
聖陵岩里病院 銭渕町 ☎㉒１６００ ○ ○
聖陵花月クリニック　　清水町 ☎㉗５０５０ ○ ○

医療機関名 所在地 ＴＥＬ イ 肺
膳所医院 本町 ☎㉒３２９２ ○ ○
高村泌尿器科・麻酔科医院 淡窓１丁目 ☎㉓０００２ ○ ○
新関内科医院 田島２丁目 ☎㉔３３５５ ○ ○
原整形外科医院 上城内町 ☎㉔５５７８ ○ ×
原病院 三本松２丁目 ☎㉒７１５１ ○ ○
上津江診療所 上津江町川原 ☎３００１ ○ ○
東渓診療所 天瀬町合田 ☎２５００ ○ ○
日田中央病院 淡窓２丁目 ☎㉓３１８１ ○ ○
日田リハビリテーション病院 上手町 ☎㉓８８８９ ○ ○
日野内科 天神町 ☎㉓６００９ ○ ○
福田医院 清岸寺町 ☎㉒１６４８ ○ ○
堀田クリニック 新治町 ☎㉒２６６２ ○ ○
松浦クリニック 中央１丁目 ☎㉔４１５５ ○ ○
宮原レディースクリニック 玉川町 ☎㉔３５８４ ○ ×
みよしクリニック 三芳小渕町 ☎㉔１５１５ ○ ×
若宮病院 南元町 ☎㉒７１７１ ○ ○
渡辺医院 大山町西大山 ☎２０１７ ○ ○

医療機関名 所在地 ＴＥＬ イ 肺
重松医院 朝倉市杷木 0946-62-0721  ○ ○
田辺医院 　　 〃 0946-62-0061  ○ ○
森山内科 　　 〃 0946-62-0111  ○ ○
和田外科医院 　　 〃 0946-62-0676  ○ ○
上田内科胃腸科医院 うきは市浮羽町 0943-77-3588  ○ ○
国武内科医院 　　 〃 0943-77-7788  ○ ×

…高齢者インフルエンザイ …高齢者肺炎球菌肺

予防接種個別接種医療機関一覧（平成27年10月から）

インフルエンザ予防接種の経費を一部助成しています

▶接種期間　10月１日㈭～平成28年１月31日㈰
▶対象者　日田市国民健康保険の被保険者（65歳未満）
※60歳以上65歳未満の人で心臓・じん臓・呼吸器の機能又はヒ

ト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害がある人（身体障
害者障害程度等級表の１級相当）及び65歳以上の人は、「高
齢者インフルエンザ予防接種」の対象となります。

▶助成内容　インフルエンザ予防接種に係る費用を医療機
関に支払ったとき、1,000円（一人につき一年度内に１
回まで）を助成

※申請の受付は平成28年４月28日㈭まで。
▶申請場所　健康保険課、各振興局・振興センター
▶必要書類　印鑑、世帯主の口座番号、保険証、領収書
※領収書には、接種した全ての人の氏名、接種した日、インフル

エンザ予防接種を受けたことが明記されていることが必要です。
問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）

65歳未満の日田市国民健康保険加入者の人にお知らせ

未就学のお子さんがいる
ご家庭で、インフルエンザ予防接種に
「おおいた子育てほっとクーポン」を

使用する場合は、クーポンによる
請求分を除きます。

県外の医療機関

高齢者インフルエンザ

高齢者肺炎球菌

高齢者肺炎球菌予防接種 高齢者インフルエンザ予防接種
　この予防接種を受けておくと、インフルエンザにか
かりにくくなり、かかった場合も症状の重症化を抑え
ることができます。体調の良い時期に、早めに予防接
種を受けましょう。

▶対象者
　市内に住民登録をしている人で、接種日時点におい

て次の①又は②に該当する人
①65歳以上の人
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又

はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害が
ある人（身体障害者障害程度等級表の１級相当）

▶個人負担金　1,440円　（予防接種を安全に接種でき
るかを判定する診察のみの場合は910円）

※対象者で、生活保護を受けている人又は平成27年度市民税
非課税世帯の人は無料。（保護証明や非課税証明が必要）

▶接種期間　平成28年１月31日㈰まで
▶持参するもの
①住所・氏名・年齢を証明できるもの（健康保険証な

ど）
②身体障害者手帳など

　この予防接種が定期予防接種の対象となるのは、生涯で
１回となっています。よって、今年度が対象となる人は、
今回の機会を逃すと今後は定期予防接種の対象とはなりま
せんのでご注意ください。なお、予防接種を受けることに
ついては、それぞれ個人で判断してください。

▶対象者
　市内に住民登録をしている人で、次の①又は②に該当す

る人
①平成27年度に次の年齢になる人　
　65歳、70歳、75歳、80歳、
　85歳、90歳、95歳、100歳
※対象者には４月に個別通知を送付しています。
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又は

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害がある人
（身体障害者障害程度等級表の１級相当）

▶個人負担金　2,360円（予防接種を安全に接種できるか
を判定する診察のみの場合は910円）

※対象者で、生活保護を受けている人又は平成27年度市県民税非
課税世帯の人は無料。（保護証明や非課税証明が必要）

▶接種期間　平成28年３月31日㈭まで
▶持参するもの
①個別通知に同封した予診票
②住所、氏名、年齢を証明できるもの（健康保険証など）
③身体障害者手帳など

予防接種を
受けましょう
問健康保険課保健医療係☎㉔３０００（ウェルピア内）

【共通事項】
■各種証明書の発行
　生活保護証明書：社会福祉課生活福祉係☎㉒８２６３（市役所１階）
　市県民税非課税証明書：税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）、各振興局・振興センター
■実施医療機関
　左ページの医療機関で個別接種（事前予約制）
■県外の医療機関で受ける場合
　左ページ記載の医療機関以外で接種を希望する場合は、個別の手続きが必要となりますので、事前にお問い合わせ

ください。
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第68回

大分県民体育大会
日田市チーム総合５位！

　９月12日・13日の２日間を主日程として、大分ブロック（大分
市・由布市）を中心に第68回大分県民体育大会が開催されました。
　今年の大会には、日田市から34競技44種目に582人の選手・役員
が参加しました。
　選手は各地で熱戦を繰り広げ、大分市、別府市、中津市、佐伯市に
続き、郡市対抗別総合５位の成績を収めました。

■主な結果■
【優勝】剣道、ラグビーフットボール
【２位】ソフトボール、グラウンドゴルフ
【３位】相撲、バレーボール、ウエイトリフティング、カヌー

10月１日は「浄化槽の日」です！

　浄化槽は、公共下水道などの集合処理施設が整備さ
れていない地域において、水洗トイレからの汚水や台
所・風呂・洗濯排水を微生物の働きなどを利用して浄
化し、きれいな水にして河川等へ放流するものです。

浄化槽とは？
　 下 水 道 等 集 合 処 理 区 域 外
に お い て 、 一 般 住 宅 に 合 併
処 理 浄 化 槽 を 設 置 す る 場
合、設置に係る費用に対して補助金を交付しています。

補助制度があります

区分 人槽 補助金額　※１
332,000円
414,000円
548,000円
532,000円
614,000円
748,000円
 90,000円

５人槽
７人槽
10人槽
５人槽
７人槽
10人槽

新規設置
新築や家の建替え等により
新しく浄化槽を設置する場合

転換設置
汲み取り槽又は単独処理
浄化槽から切り替える場合

単独処理浄化槽の撤去　※２

※１　補助金額の上限。
※２　合併処理浄化槽の設置の際に必要な場合に限る。

転換設置に対する左記の補助金額
は平成28年度までです。
この機会に合併処理浄化槽への
切り替えを是非ご検討ください！

【補助対象者】　市内に住所がある人、又は市内に居住する目的で住宅に浄化槽を設置する人
　　　　　　　　（借家でも所有者の許可があれば対象となります）
【対象区域】　　公共下水道や農業集落排水など集合処理施設が整備されていない区域
※浄化槽についてや、補助対象者、対象区域についてのお問い合わせはお気軽にご相談ください。

　浄化槽をお使いの皆様には守るべき義務があります
　浄化槽の機能を維持するために、浄化槽の使用者に対して、浄化槽法によって以下の３つのことが義務づ
けられています。
①保守点検…装置の調整・修理や消毒薬の補充
②清掃…汚泥の引抜きや装置の洗浄
③法定検査…浄化槽法に基づき清掃や保守点検が適正に行われているかの検査
　　　　　　（７条検査：設置後の水質検査／11条検査：年１回の定期検査）

浄化槽をお使いの皆様へ

責任をもって適切な維持管理をすることで、
みんなで “水郷ひた”  の水環境を守っていきましょう！

Ｑ. 清掃も保守点検もやっているのに、年１回の検査は受けなければなりませんか？
 
Ａ．法定検査(11条検査)は、浄化槽を正常な状態に維持するため、清掃や使用の遵守状況や浄化槽の外観、
　　こ れまでの保守点検、清掃及び検査に関する書類、水質等の状況について、指定検査機関が行うものです。
　　清掃・保守点検と法定検査は目的、作業内容も異なり、全く別の観点から行われているものですから、
　　清掃や保守点検を行っていても、この検査は受けなければなりません。

よくあるご質問

問環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）
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ＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ ＩＮ ＨＩＴＡ

まちの話題

国の農業振興のために
　2015年度ＪＩＣＡ青年研修事業アフリカ農村振
興コースの青年12人が、９月２日、農業振興を目
的とした研修を日田市で行うため、市長を訪問し
た。将来、国づくりを担う若者の知識や意識を向上
させることを目的に、日本での研修を行うもの。青
年代表のヤムウェさんは「今回研修で学んだことを
国に戻っても実践していきたい」と語った。

川で思いっきり楽しんだよ
　8月23日、「川が遊園地になる日」をキャッチフ
レーズに、第20回目のリバーフェスタinみくま川が
開催された。
　快晴となったこの日、イベント会場となった亀山
公園南側の川岸には、滑り台やターザンロープなど
の川遊びの遊具が並び、訪れた大人も子供も、夏休
み最後の日曜日を満喫していた。

10月よりマイナンバー通知スタート！
　市民一人ひとりにマイナンバーをお知らせする通知
カードの送付が、10月から全国的にスタートする。
この通知を前に、８月26日民間事業者向けにマイナ
ンバー制度の説明会が開催された。市内事業所の事務
担当者約220人が説明に耳を傾けていた。マイナンバ
ーの利用は、社会保障・税・災害対策の分野で平成
28年１月から開始される。

夢をあきらめないで
　８月20日、「闘病・絶望・ひきこもりの奇跡の復
帰」と題し、人権講演会がパトリア日田で開催され
た。講師は、夫婦で年間100回以上のトークコンサー
トを開催中の「エスぺランサ」の二人。「クローン病
の発病からひきこもりを経て、社会復帰を果たした
妻、奥田良子さんの体験を語るとともに、難病や障が
いを抱える人への理解を呼び掛けた。

ワールドフェスタinひた2015
　９月12日、312人の市内全地区の小学生が国際理
解と交流を目的に、一般財団法人 日田市公民館運営
事業団主催のもと、ワールドフェスタinひた2015が
総合体育館で開催された。この日子供たちは、マダガ
スカルの鬼ごっこ「クバーラ」で遊んだり、青年海外
協力隊の活動や様々な国のことを楽しみながら学ぶな
ど、充実した一日を過ごしていた。

技を身につけ競い合う
　技能者の育成と確保及び技能水準の向上を図るこ
とを目的に「第35回日田市技能大会」が９月13日、
日田玖珠地域産業振興センターで開催された。競技部
門では建築大工、配管、電工、左官、日田共同高等職
業訓練校の５部門に25人が出場し、日ごろの技を競
った。また、会場では建築板金、表具、左官の実演と
建築塗装、建具、造園、畳の展示が行われた。

　 ８ 月 ８ 日 に 運 行 を 開 始 し た 、 J R K Y U S H U 　
SWEET TRAIN「或る列車」の運行が、10月12日で
終わりを迎えます。これまでの感謝の気持ちを込め
て、最後まで「お出迎え」「お見送り」にご協力を
お願いします。

■日田駅到着時間　午後０時７分（１番ホーム）
■日田駅出発時間　午後２時48分（２番ホーム）
問（一社）日田市観光協会☎㉒２０３６
　観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

ありがとう　また会う日まで

Design & Illustration by Eiji Mitooka 
+ Don Design Associates
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新刊情報

　
秋
の
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　
今
年
も
10
月
27
日
か
ら
11
月
８
日
ま

で
、
秋
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。

日
田
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
事
業

『
本
の
輪
〜
ブ
ッ
ク
リ
ン
グ
〜
作
戦
』

内
田
麟
太
郎
講
演
会
　

「
ひ
る
ね
を
し
て
た
ら
絵
本
が
出
来
た
」

■
と
き
　
11
月
１
日
㈰
　

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　
（
受
付
午
後
１
時
か
ら
）

※
入
場
無
料
。

※
終
了
後
、
サ
イ
ン
会
を
予
定
。

■
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
　
研
修
室

■
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
込
先
　
エ
ホ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
７
０
‐
６
５
９
６
‐
７
０
９
４

図
書
館
探
検
ツ
ア
ー
＆
プ
チ
司
書
体
験

　
図
書
館
に
つ
い
て
学
び
、
司
書
の
体
験

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
書
庫
な
ど

普
段
入
ら
な
い
場
所
も
案
内
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
７
日
㈯

　
①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
②
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
　
研
修
室

■
定
員
　
各
10
人
（
先
着
順
）

※
図
書
館
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
２
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
！

　
新
聞
な
ど
を
使
っ
て
、
環
境
に
や
さ
し

い
バ
ッ
グ
を
作
成
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
８
日
㈰

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
　
研
修
室

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
会

　
発
行
か
ら
数
年
経
過
し
た
一
般
書
や
雑

誌
、
英
字
新
聞
な
ど
を
無
料
配
布
し
ま

す
。

■
と
き
　
期
間
中
（
閉
館
1
時
間
前
ま

で
）

■
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
　
会
議
室

※
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

大
好
き
図
書
館
！

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前１０時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
10月10日㈯　午後３時～４時
10月24日㈯　午前11時～正午
児童コーナー

97歳。いくつからでも人
生は考え方で変わります
吉沢久子／著
海竜社
　
　何でも明るく考える。
今あるしあわせを深く味
わう。自分なりに工夫す
る…。この１年間に書き下ろした原稿をまとめた
年齢シリーズのエッセイ集８冊目。ひとり暮らし
を楽しむ工夫や、心の持ち方のヒントが満載。

人生に引退なし
村田兆治／著
プレジデント社

　現役引退して25年。
なぜ、村田兆治は現役選
手並みの速球を投げられ
るのか。65歳にして腕立て500回、腹筋背筋
1000回を毎日こなす、気力・体力を充実させる
秘訣を公開。

  

コンニャク寿司

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ⑮

<作り方>
①炊いたご飯に、酢・砂糖・塩を混ぜ合わせ、寿司飯を作る。
②角コンニャクを湯通しし、16切れに切り中通しする。　　
③コンニャクを、砂糖・醤油・みりんで味付けする。好みで加減する。
④コンニャクが冷めたら、内側にワサビを塗る。大葉を挟んで寿司飯を
詰める。（大葉は縦に半分に切ってもよい）
⑤上に黒ごまをのせる。

問健康保険課健康支援係☎㉒３０００

<材料>（４人分）
米　　　１.１合 酢　　　70cc

砂糖　　30ｇ
塩　　　小さじ１

　いなりずしの油揚げの代わりにコンニャクを使ったヘルシー
な寿司です。コンニャクの切り方、中通しがとても難しいです
が、かまぼこ板などを使って要領よく切りましょう。

　
咸
宜
園
で
は
構
内
の
授
業
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
師
弟
同
行
し
て
、
と
き
に

は
塾
生
た
ち
だ
け
で
、
し
ば
し
ば
周
辺
の

山
野
、
河
川
、
神
社
・
仏
閣
な
ど
に
出
向

き
、
弁
当
を
開
い
て
食
事
を
し
、
詩
を
詠

む
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
塾
の
休
日
で
あ
る
「
放

学
」
、
山
歩
き
を
し
た
「
遊
山
」
が
淡
窓

の
日
記
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
放
学
・
遊
山
の
地
と
し
て

「
石
井
神
社
・
護
願
寺
」
を
紹
介
し
ま

す
。

　
淡
窓
は
石
井
神
社
な
ど
石
井
方
面
に
も

遊
ん
で
い
ま
す
。
多
数
の
塾
生
を
連
れ

て
、
三
隈
川
を
渡
っ
て
直
接
行
く
こ
と
も

あ
れ
ば
、
高
瀬
地
区
を
経
由
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
淡
窓
の
日
記
に
は
、
文
政
七
年
（
一
八

二
四
年
）
四
月
に
、
塾
生
四
十
余
人
と
垂

水
の
渡
し
（
竹
田
の
若
宮
神
社
近
く
）
を

渡
り
、
高
瀬
地
区
を
経
由
し
て
石
井
神
社

（
石
井
大
明
神
）
を
詣
り
、
三
隈
川
に
か

か
る
石
井
橋
を
渡
り
亀
翁
山
（
亀
山
公

園
）
の
麓
を
通
り
帰
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
年
）

九
月
に
も
、
弟
旭
荘
や
塾
生
た
ち
と
「
石

井
に
至
り
、
松
尾
の
祠
に
賽
し
、
そ
れ
よ

り
小
畠
の
大
神
宮
に
謁
し
、
護
願
寺
に
至

る
。
来
真
（
都
講
）
諸
生
を
引
い
て
此
所

に
至
っ
て
相
待
て
り
。
護
願
寺
に
て
行
厨

を
開
き
、
詩
を
賦
す
。
（
中
略
）
そ
の

日
、
天
気
清
明
、
遊
山
興
あ
り
。
同
行
す

る
者
、
六
十
余
人
な
り
」
と
あ
り
、
咸
宜

園
の
師
弟
六
十
数
人
が
列
を
な
し
て
通
る

の
を
、
日
田
の
町
の
人
々
が
親
し
く
見

送
っ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
石
井
神
社
（
石
井
大
明
神
）
は
、
日
田
国

造
の
鳥
羽
（
止
波
）
宿
弥
を
祭
っ
た
神
社
で

す
。
止
波
宿
弥
は
田
島
の
会
所
山
に
居
住
し

て
日
田
地
方
を
治
め
、
の
ち
一
族
が
石
井
の

地
に
移
り
、
仁
寿
二
年
（
八
五
二
年
）
に
創

建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
護
願

寺
は
、
小
高
い
丘
の
上
の
眼
下
に
三
隈
川
が

流
れ
る
眺
望
の
良
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

当
初
は
天
台
宗
で
後
に
禅
宗
（
黄
檗
宗
）
寺

院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
天
保
六
年
の
遊
山
の

と
き
に
詠
ん
だ
漢
詩
が
あ
り
ま
す
。

　
護
願
寺

　
薬
王
禅
寺
と
我
曾
て
諳
ん
ず

　
路
は
出
て
隈
川
を
西
ま
た
南
す

　
古
碣
　
消
え
ん
と
欲
し
て
猶
ほ
読
む
可
し

　
残
僧
　
老
ひ
た
る
と
雖
も
ま
た
能
く
談
ず

　
山
は
巒
巘
を
分
ち
て
姿
一
に
非
ず

　
水
は
村
墟
を
抱
き
て
派
れ
て
是
に
三
な
り

　
日
は
暮
れ
帰
り
来
れ
ば
却
っ
て
惆
悵
た
り

　
廻
り
看
れ
ば
　
孤
鶻
　
高
楠
に
立
つ

（
私
は
曾
て
薬
王
禅
寺
と
覚
え
て
い
た
が
、

路
は
家
を
出
て
三
隈
川
を
渡
り
西
や
南
に
と

る
。
古
い
碑
は
、
字
が
消
え
そ
う
だ
が
い
ま

だ
な
お
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
年
老

い
た
僧
は
、
老
い
て
い
る
と
は
い
え
、
な
お

よ
く
談
話
す
る
。
こ
こ
か
ら
眺
め
る
山
は

峰
々
が
連
な
っ
て
分
か
れ
た
姿
は
一
様
で
は

な
く
、
川
は
村
落
を
抱
い
た
よ
う
に
三
つ
に

分
か
れ
て
い
る
。
日
が
暮
れ
て
帰
り
つ
け

ば
、
却
っ
て
落
胆
し
て
悲
し
む
だ
ろ
う
、
ふ

り
返
る
と
一
羽
の

隼
が
高
い
楠
に
留

ま
っ
て
い
た
）

世界遺産登録を目指す「咸宜園」　－近世日本の教育遺産として－　⑩

地域の自然や文化遺産を活用した教育
　　　　　　　　　　　　　石井神社・護願寺

たんそうさん

石井神社
（現地写真）

【問合せ】世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８
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４
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６
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５
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19

土日 月 火 水 木 金

10月の休館日（○…休館日）

10
17
24

３

31
角コンニャク　１枚
砂糖　　　大さじ３
醤油　　　大さじ３

日田市出身児童文学作家のデビュー作！
おばけ道、ただいま工事中！？
草野あきこ／作　平澤朋子／絵
岩崎書店
　
　ぼくの部屋に突然おばけ道が現れ
た。あの世とこの世をつなぐ道で１
週間限定らしい。猫のマロンが飛び
込んでしまって、さあ大変！連れ戻すために、なんとぼくま
であの世へ行くはめに！？そして、この世に思いを残す人た
ちのために思わぬ活躍をすることになってしまって…。

みりん　大さじ３
大葉、黒ごま、ワサビ

寿
司
飯
用

内田麟太郎

1941年福岡県大
牟田市生まれ。福岡
県立大牟田北高校
卒業。19歳で上京。
看板職人をしながら
詩を書きはじめる。
また、38歳から児童書を書きはじ
め、「さかさまライオン」「うそつきの
つき」「がたごとがたごと」などの作
品で多くの賞を受賞。

と
ば
のら

ん
け
ん

こ
こ
つ

え
つ

こ
う
ち
ゅ
う

す
く
ね

か
つ

そ
ら

よ
ち
ゅ
う
ち
ょ
う
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成27年８月31日現在） 

■人口　
　68,294人
　（前月比－44人）
・男　32,368人
・女　35,926人
■世帯数
　27,148世帯

　万顔旗作り
　６日㈫～８日㈭　午前11時～
　★親と子の小さな運動会
　（児童館・チャイルドプラザ合同）
　16日㈮　午前10時～正午
　チャレンジキッズ
　（サイエンス）
　21日㈬　午後３時30分～
　芋掘り
　29日㈭　午前11時～ 午前９時～午後５時30分

月曜日休館（祝日開館）

小 …小学生対象

小

乳 …乳幼児対象

月生まれ10
　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。11月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の２次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）情報統計課行政情報発信係☎㉒８６２７（市役所６階）

えいし
羽野瑛士ちゃん
（１歳・亀川町）

こはく
佐藤琥珀ちゃん
（１歳・吹上町）

あんな
森山杏菜ちゃん
（１歳・港町）

たつき
工藤達樹ちゃん
（１歳・田島２丁目）

たくま
樋口巧真ちゃん
（１歳・吹上町）

はるた
山本陽太ちゃん
（１歳・上城内町）

池永美緒ちゃん
（１歳・丸の内町）

千原新菜ちゃん
（２歳・亀山町）

たいじゅ
宮崎大珠ちゃん
（２歳・日ノ出町）

かんな
山口栞奈ちゃん
（２歳・大山町東大山）

てんしょう
渡邉天将ちゃん
（２歳・前津江町赤石）

ふうが
梶原楓翔ちゃん
（２歳・高瀬本町）

ひろと
熊谷滉人ちゃん
（２歳・清水町）

ゆい
貞清 結ちゃん
（３歳・清水町）

あかね
中島明音ちゃん
（２歳・田島３丁目）

林 穂乃佳ちゃん
（１歳・亀山町）

ほ の か

子育てを応援します！
じどうかん・支援施設　10月の主な催し　　

天瀬児童館　☎８９２２

　すくすく相談日
　23日㈮　午前10時～11時30分
※母子手帳を持参してください。
　ハロウィングッズ作り
　29日㈭　午前10時30分～
●ハロウィンパーティー
　30日㈮　午前10時30分～

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎２９０１

●万顔旗作り
　10日㈯　
　芋掘り
　24日㈯
●ハロウィン制作
　28日㈬
　31日㈯
※時間はいずれも午前10時30分から。

まえつえ子育て支援施設　☎２４０９

●保育園うんどう会
　10日㈯　午前９時～
●ランチｄａｙ
　15日㈭　午前10時～
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　23日㈮　午前10時～11時

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●クラシックコンサート
　３日㈯　午前10時30分～
★芋堀り
　14日㈬　午前10時30分～
※雨天時は22日㈭。
★バス遠足（熊本動植物園）
　23日㈮　
　午前10時～午後４時
※事前申し込み必要。
　参加負担金有り。

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金曜
日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

★カレンダー作り
　5日㈪
●お外で遊ぼう
　19日㈪・27日㈫
●お誕生会
　26日㈪
※誕生者は30分前に集合。
※時間はいずれも午前11時から。 午前９時～午後５時

金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★ヨガ・マタニティヨガ
　15日㈭　午前10時～11時
★ベビーマッサージ
　19日㈪　午前11時～
●プレママくらぶ
　21日㈬　午後１時30分～３時
●せいまお兄さんと
　　　　　　親子エクササイズ
　28日㈬　午前10時30分～正午

午前９時30分～正午、
午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。

元気な日田っ子集まれ！

小

乳

み お

乳

江田彩葉ちゃん
（３歳・城町１丁目）

穴井翔斗ちゃん
（３歳・刃連町）

乳

乳

乳

しょうと いろは

乳

小

にいな
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市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

日田天領まつり 参加者大募集
11月14日㈯・15日㈰

第36回

開催
期間

申込
期限 10月15日㈭

時代行列
■西国筋郡代（夫婦）　
 「西国筋郡代」が天領日田に着任する様子を再現した着

任行列の主役、西国筋郡代とその奥方を募集します。
【とき・ところ】　11月15日㈰
　午前10時30分～午後３時頃（準備は午前６時頃から）
　月隈公園、丸山、豆田地区
【募集数】　男女１組（抽選）
【参加資格】　結婚３年以内又は11月中に結婚を予定し

ている日田市内在住のカップル
■西国筋郡代行列武士・腰元
【とき・ところ】　11月15日㈰
　午前10時30分～午後３時頃　月隈公園、丸山、豆田地区
【募集数】　男女各20人程度（先着順）
【参加資格】　高校生以上
＜時代行列共通＞
※電話又は住所・氏名・年齢・電話番号・身長・足のサイズを記入

の上、ファックスでお申し込みください。
月隈公園メインステージ出演者　天領まつりの趣旨や雰

囲気に合う、歌や踊りのパフォーマンスを募集します。
【とき・ところ】　11月14日㈯・15日㈰
　午前10時～午後５時頃（10～30分間程度）
　月隈公園メインステージ
※電話又は団体（グループ）名・個人名・代表者氏名・連絡

先・出演内容（歌、踊り等）、曲名を記入の上、ファックス
でお申し込みください。

天領ひた食の乱・ひたの物産展出店者
　“食”や様々な物産等の出店者を募集します。
【とき・ところ】　
　11月14日㈯・15日㈰　午前10時～午後９時頃
　丸山町公民館前道路等
【参加資格】　
　日田市内在住の人又は市内で店舗営業等行っている人
※電話又は団体（グループ）名・個人名・代表者氏名・連絡

先・出店内容（品目等）を記入の上、ファックスでお申し
込みください。

天領まつりのボランティア　
　行列の先導、イベントの案内、月隈公園のイベント

運営等に関するボランティアを募集します。
【とき・ところ】　
　11月14日㈯・15日㈰　午前10時～午後５時頃
　まつり会場
【参加資格】　高校生以上
※電話又は住所・氏名・連絡先・希望する業務内容等を記入

の上、ファックスでお申し込みください。
＜日田まつり振興会からのお知らせ＞
日田まつり振興会は、大分県暴力団排除条例及び日田市暴力
団排除条例に基づき、イベントに関して露店を出店する際
に、届出書及び誓約書を提出していただくようにしています
ので、皆様のご理解とご協力をお願いします。提出期限は10
月19日㈪となっていますので、期限までに提出をお願いしま
す。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問日田まつり振興会事務局（観光課内）☎㉒８２１０　 ㉒８３２８（市役所３階）
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朝
晩
の
気
温
が
下
が
り
、秋
の
気
配
を
感
じ
る
時
期
に
な

り
ま
し
た
。秋
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
。私
は
以
前
か
ら
訪
れ
た

地
域
の
道
の
駅
に
行
く
の
が
好
き
で
、道
の
駅
を
見
つ
け
る

と
自
然
と
足
が
向
き
ま
す
。地
元
の
特
産
品
が
揃
い
、地
元

食
材
を
使
っ
た
様
々
な
加
工
品
や
出
来
た
て
の
料
理
、ス
イ

ー
ツ
を
そ
の
場
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
道
の
駅
は
、そ
の

地
域
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。道
の
駅
で
地
域
の
情
報
な

ど
を
見
聞
き
す
る
中
で
、地
元
の
若
者
が
農
産
物
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
シ
ョッ
プ
を
起
業
し
た
と
い
う
話
や
、地
元
の
店
舗

が
参
加
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
が
、若
者

団
体
主
催
で
行
わ
れ
た
と
い
う
話
な
ど
、積
極
的
に
市
民
が

地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
話
を
聞
き
ま
す
。

　
現
在
、市
で
は
来
年
度
以
降
の
事
業
に
向
け
た
詰
め
の
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。来
年
度
の
事
業
で
は
、こ
れ
ま
で
続
け

て
き
た
地
域
へ
の
支
援
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
へ
の
支
援
に
加
え
、市

民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
支
援
に
も
取
り

組
も
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
事
業
を
積
極
的
に
市
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、私
が
自
治
の
本

来
の
姿
と
考
え
る「
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
近

づ
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
方
自
治
」と
何
度
も
口
に
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
か
ら

地
方
の
自
主
性
が
求
め
ら
れ
る
中
、市
民
の
皆
さ
ん
の
力
は

必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、２
期
目
は
１
期
目
以
上
に
地
域
に
出
向
き
、皆
さ
ん

と
話
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。出
前
懇
談
会
や「
い
っ
し
ょ

に
考
え
ん
会
」だ
け
で
な
く
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
各
団
体
の

集
会
な
ど
に
出
向
い
て
交
流
し
、対
等
の
立
場
で
ア
イ
デ
ィ
ア

や
意
見
を
交
わ
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気

軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
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